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1 はじめに
都市の木質を理解する上で，集積経済は，最も重要な概念の一つに考えられる.なぜならば，都市
とは，一種の集積現象であり，集積の理由を解明することなしには，都市の木質に迫ることはできな
いのである.経済地浬学で研究されてきた集積経済の概念は，近年，者I~市地理学にも導入され，都市
の本質のみならず，都心の分化，都市成長など都市の様々な現象の分析のために応用され始めている
(RichardsOll1 1977). 本稿は，このように都市地理学の中でその重要性が再認識されている集積経済
について，定義を行なうとともに，その中で特に重要とjEわれる者rlTf]化経済について，その測定と分
割の諸問題を論ずることを試みる.
I. 集積経済の定義
集積経済は，その概念の下に， さらに多種類の類似した概念を内包していることから，まず，それ
らの諸概念を定め，内容を規定することから始めよう.Moseley (1974)は，集積経済を外部経済との
関連において，第1習に示されているように定義している. この定義は，集積経済を広義に定めてい
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るが，内容が明礁であることから，現段階では最も適切なものと考えられる.
集積経済と大きく重複している経済は，規模の経済 (economiesof scale)である.規模の経済とは3
一般に， 規模の増大に伴し、何らかの形で受ける利益のことを示している. A.マ{シヤノレは，この規
模の経済を次のように二つに分けている :υわれわれは， ある設の財の規模の増大に由来して起
こる経済を二つに区分してさしっかえないように思う. ・…・第 lは，産業の全般的発展に由来するも
のであり，第 2はp これに従事する個別企業の資携しその組織とその経営能率に由来するものである.
前者は外部経済，後者を内部経済と呼んでよかろうけ〈マーシャル/馬場訳， 1975). これに従って，
規模の経済は，生産単位が経験する状況に基づき，規模の内部経済(internaleconomies of scale) (第
1図の 1)と規模の外部経済 (externaleconomies of scale) (第 l図の 3，4)に分けられる.前者は，
生産単位出身が規模を変えることによって直接的結果として得られる経済であり，後者は，
にとって外部的なある大きなシステムに対する規模の経済の間接的結果として得られる経済を示して
いる
規模の外部経済は， さらに企業からみると外部的である らみるならば内部的である経済
ム企業と産業の双方に対し外部的である経済とに分けることができる(フーヴプー/西岡訳， 1968). 
前者は，産業的にみて同程企業群が発展することによってもたらされる利益である. 間程企業が地域
的に群化している場合は，特に，局地化経済(localisationeconomies) (第 1図の 3(a) )と呼ばれ，地
域的集中に依らないもの〈同包iの 3(b) )と区別される.燕の金属刃物工業や瀬戸の陶磁器工業では3
多数の同種企業は地域に集ヰiし，利益率の低い工程を行なう下請工業や特殊な技術をもった専門家な
どと産業的連鎖関係(industriallinkage)を持ち，局地化経済を享受している.
後者の経済は，異種の産業の影響や， ガス・上下水道の整備などのように企業にとって全く外部的
な環境と見なされる側直iから得られる利益を示している.異種の産業が集中し，産業に対する下部構
造が整備されている地域は都市であり，そこにこの穫の経済が働いていることから， これは都市化経
済 (urbanisationeconomies) (第 11Z1の4(a) )と呼ばれている. これに対し， 他地域の兵怒産業の発
展や国内の道路網整備のようなその発生要因が空間的に限定されていない経済も考えられよう (同図
の 4(b)) . 
以上が，機々な種類の規模の経済である.l¥!Ioseleyの定義によると，集積経済は，第 11EIに示され
ているように，これらの経済のうち規模の内部経済 (1)，局地化経済 (3(a) ) ，都市化経済 (4(a) )が
含まれる.集積経済のー要素として考えられるもう一つの経済は，移送経済 (transfereconoinies) (同
区!の 2)である. これは，伝統的立地論のに|ニlで論じられている輸送費用よりも広義のものである.こ
れ{に/にこは' 企業が花桔i互に近j柴安して立地しているととによる;財持のfl品財印t:日伊'1.
ならず，遠方に立地しているため，や販売における遅れによる潜在的損失や，市場や!京Hl;~1 など
の新開発に対するj探知的、ら生ずるよりばく然とした損失なども合まれている.近代産業においては，
ニ，三の例外を除いて前者の輸送費用は重要性を失いつつあり，後者のコミニムニケ{ションがますま
す重要になりつつある.ある研究者は，市場や供給者に桜近して立地していることから生ずる経済を
一種の都市化経済と考えるであろう. しかしながら，ここでは，以上のような意味で重要であること
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から，移送経済を加に分けて独立させている1)
これらの各種経済のうち最も重要な集積経済は，都市において最も顕著に現νわれてし、ることから，
以下においては，都市化経済を測定する際に生ずる様々な問題点を考都子I:i化経済であろう.ものは，
この経済は，集積経済を構成それに先立ち，次節で規模の内部経済を考察する.察するのであるが，
その分析方法や問題点は，規模の外部経済の一種である都する諸経済の中で最も研究が進んで-おり，
市化経済にも当てはまる.
規模の内部経済II. 
生産単位が生産規模を増大させることに伴し、発生する利益前述したように，規模の内部経済とは，
工場を例にとって規模の内部経済を説明してみよう.のことを示している.いま，
一般に，生産費は生産量とともにとの簡の関係をみると，ある工場における生産物の数量と
同国 (a)は，総費用曲隷が直線となこの関係を図示したのが第 2区!の総費用曲線である.変化する.
りの平均費用曲線は生産量にかかわりなく一定である〈同図 (b)).第 2図 (c)では，総費用曲線は凸
Q2までは費用が逓減し 3 それ以上では費用は逓増する.
同 I~i (d)で示されるように Uの形状をとり，平均費用は
Q。までは減少し，それ以上では加する2)(ヰll-U綜i， 1966;久武他続， 1967). 
生産量 Q。まで、は生産量の増加iに比べ生産費はそれほど増加せず，
したがって，生産物の単位当らず生産費用が一定に増加する場合を示している.り，
と凹が組合わさった形をとっており，
このような状態に対する平均費用曲線は，
したがって，
それを超えると規この工場では，
このこと方、ら，模の不経済をこうむり，生産量の増加に比べ生産費は加速度的に増大するのである.
平均~I:.g主演'が最低となる Q。で与えられることになる.
以上のような内部経済を得るには3以下に示すような様々な可能性が考えられる (Lloydand Dicken， 
1972; . Toyne， 1974).次十こ，規模の内部経済を発生させると考えられる要因を考察しよう.
労働力の分業.生産活動全体は，通常多数の工程に分けられる.小工場では，各労働者はこれ
この工場の最適生産量は，
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その結果，労働者は多様な技術を未熟なままで身にらの工程のいくつかを分担しなければならない.
一つの工程に没頭することはできず工程間の拶動に時間やまTこ，っけなければならず不経済であり，
それに対し大工場では，各労働者は一つの工程にのみ従事しておればよく，労
同様なことは，管理部門についても働力の専門化 (specialization)を通じより高い生産性を生み出す.
言える.小さな会主1:で、は，社長は，
エネルギ「を費やす.
会計ーから人事管;理にいたる様々な職務を行なっているのに刻し，
人事，仕入， J奴売といった専門化されたi~f~I'J'1に細分され，能率的に迎営それらは財務，大会社では，
その結組織の規模の地大が労働力の分業とそれに伴う専門化を可能とし，このように，されている.
より高い生産性を生みだすので、ある.
一般に製造業では，労働力を能率の高い機械に代潜する傾向が見られる.機械
また， ある最低水準以上の生産を行なわなければ，かえって機械を利用することは不
機械への代替.
は高価であり，
果，
2) 
また，大規模な機械や装置ほど大量生産を行ない，単位当りの費用は安佃iと経済になることもある.
以上から，大企業はp 小企業よりも機械の導入によって高い効率性を獲得なることも知られている.
できるのである.
原材料の大量購入.生産規模が大きくなるほど3 企業は生産に必要な原材料を大童:に購入する.3) 
それを運搬する
水道などの公共的使益も大口の消費者
また，一般に，原材料を大量に鱗入する企業ほどその単位当り購入費は安価となる.
ガλ，電気，さらに，輸送費も単位当りに見ると安価となる.
の方が有利である.
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第 31玄lに見られるようiにそれぞれ!主|有な最適生産水準
最も低い生産量 MAで最適化は迷成される. し
規模の内部経済を生む以上の三つの要因は，
労働力の管理の側面からみると，
かし，技術(機械〉の側面や原材料の購入の側面からみると，
を持つであろう.
それさらに生産量の増大を必要とし，
このように三つの要Izslの最適生産水準は相互に矛盾するのである.
それらを何らかの形で合成した折衷笑を捜きなければならない.第 31玄!の総費用と
は，単にそれらを加え合わせたものであるが，全体的にみると生産量:TCにおいて最適化が達成され
ぞれ生産量T，Mで最適となる.
そこで経営者は，
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ることがわかる .ζ のように費用曲線は合成的に作られたものである.
また，規模の内部経済・は，産業ごとに，企業ごとに異なるものと考えられる.第41玄!は，向ーの財
を製造している小規模と中規模の企業の平均費用曲線を模式的に示したものである.中規模の企業で
は，小規模のものに比べ，大型機械の利用iや合理的管:@の導入などによって，平均費用曲線は図示さ
れるように右下に位置するであろう.このよ うに規模の内部経済は，すべての産業，企業に対し←様
に発生するものではなく，むLろ，産業ごとに，また企業規模別に様々な程度で発生するのである
IV. 単一指標による都市化経済の測定
都市化経済の測定に関する従来の研究をみる と3)， 都市化経済をp その経済が発生すると考えられ
る，あるいは， それと強く結びついた一つの代替的な指標の側面から測定するものと，都市化経済を
構成する各殺の経済・不経済を直接測定しF それらを合成することによって総合的指標を求めるもの
とに分けられる.木節と次節では，これらの 2種類の叩定を順次考察する
初期のものであり，十分に満足のいくものではない測定は， Marcus (1965)によって提案された.
彼は，都市化経済が産業ごとに測定できると仮定した.もし，ある都市における産業 jの成長率が，
都市人口の全国人口に対する相対的成長率で加重されたその産業の全国成長率より高いならば，その
成長率の超過分は，都市化経済によるものと考えた.すなわち，
Uj=、gj世-gjnP叫iゃれ (1) 
ただし，U:都市化経済， g:生産の成長率3 戸:人口の成長率，j，u，匁:それぞれ産業， 都市，全国を
示す下付文字，しかしながら，この指数の意味するところは，考察中の都市内の産業jに対し，何ら
かの理由による倒格上の優越性が存在するということであり，その理由には，都市化経済の他に規模
の内部経済や移送経済なども考えられよう したがって，この指数は都市化経済そのものを測定する
ものではない.
Hansen (1970)は，国レベノレの雇用の成長が，主に，拡大している第3次産業fこ集中しており，そ
れらは，大部分が大都市地域に立地しているとう事実に注目した.そして，都市内におけるこの第3
次産業の成長が，都市化経済を示す一指標であると論じている.Richardson (工973a)は，この議論を
さらに続けて，“ある誕のサービス産業(事務サ戸ビスや金融サービス〉の成長は， 都市化経済の創
造とほとんど同義であろう. さらに，もし企業立地の決定者が利益よりもむしろ効用の最大化を求め
るならば，他のサ{ピス(各種のスポ{ツ，レジャ，ー 文化活動〉の拡大もまた， それに関連するで
あろ う川と述べている.このことから，都市化経済の指数として，サ(ピス産業の成長を使用するこ
とができょう.この可能性を確かめるため， Richardsonは， 1)サービス産業の成長の達成度と都市規
模の変化とを比較する，2)都市化経済が他産業の成長に刺激を与えるかどうかを調査するため，サ{
ピス産業の変化と ~l: サービス産業の変化との間の相互作用を考察する， と\，、う 2 ~種類の検定法を提案
している.
Edel (1972)は， 都市化経済，不経済の残差を地価から捉えることができることに注目した・すな
わち，郁子IJ規模の変化に伴うJ!!:d聞の変化は，都市がもっ純経済を示すーっの指標を与えるであろう.
を争
190 人文地理学研究 Y
彼の分析によると，都市規模の変化に対する地価の弾力性は，都市規模の増大に伴し、減少する傾向に
あり，人口 250;000----500，000の悶では 1以下になり， ほぼ1，000， 000までは急激に減少する. しか
しそれ以上で、は再び、増加し， 3，000，000以上の都市になると 1以上になる. したがって， 1人当りの
地価i(地価の弾力性〉は，非常に大きな都市を除くと，人にI300，000がピ戸クであるということをIYi
らかにしているめ. このような 1人当りの地価が，都市化経済，不経済の純平均的効果を測定すると
いう主張は，次のような仮説を必要とするであろう. もし，世帯や企業が都市化経済，不経済を正し
く知覚するならば3 様々な規模の都市におけるこl二地利用の競合は，経済，不経済を過して地価に反映
するであろう.しかしながら，もし彼らが，これらの経済3 不経済を評1i1iできないならば3 あるいは3
都市化経済の軽視のためそれらを過小評価するならば，さらには，都市の土地経済において独占的要
素が強いならばp この分析は意味を失うであろう (Richardson，1973 b) 
Baumol (1967) は，人口の都市への空間l~句集中を反映して都市化経済が発生しているとしみ事実に
基づき，都市化経済的を人口のある関数として処理することが適切であると考えた.そして，都市化
経済の代替的指数として次のような人口の二乗の関数を提案した
U=hP2 (2) 
ただし，U:都市化経済，h:定数， P:者WFl人lコ.この指数の背後にある理論は， 1"もし，都市内の各
住民が他のすべての住民に外部利益を与え，さらに， もし各住民によって獲得される利益の規模がほ
ぼ都市人口の規模 Pに比例するならば，その時，各住民によって，すなわち全体で.pだけ， この利
益が生み出されるので，総外部利益は，Pではなく P2Vこ比例して変動するであろう」ということで
ある.しかしながら，このそデノレの説明力は，かなり限定的なものである.第 1f'こ， このモデルは，
従属変数 Uをいかに測定するかとしづ方法については何も説明しておらず，検証不可能である.ð(~ 2 
に，このそデ、ルによると都市化経済は者I)m-規模の増大に伴L、加速度的に嶋加していくのである. しか
しながら，経験的な事実に依ると，純都市化経済は，ある者I~市規模まで、は土器7JlJし， その後減少するよ
うな変換点をもっ傾向が知られている.その結果，もし都市化経済の関数が，経済，不経済の双方を
同時十こむ{IJ定できるものであるならば，それは非線形で、なければならない. このような関数としては，
逆 U型の 2次関数が一般的である.
2次関数としては，次の形式が優れている (CarliI)o，1978)・
U=a十bP-CP2 (3) 
ただL./ a， b， c はパラメ(タであり ，b， c>Oが成主しなければならない.いま，純者1)['1化経済が最大
となあ都市の規模l 換言すると，最適な都市規模は，都市化経済の増7J日率がゼロとなる点であること
から，
Pについて解くと}
dU 
-一一 =b-2cP = 0 dP 
P' = bj2c 
(4) 
(5) 
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となる.P'は，第 5区iに示されているように j 純都市
化経済が最大となる都市の人口規模を表している.こ
の規模の都市では，都市化の経済と不経済の間の相違
が最大となっているのである • prより少ない人仁!の
都市では，人仁i規模を増加させることによって，純経
済を獲得するのであるが1 その増加率は減少する • P' 
を超えると，都市は巨大化のため機能障害を起し，不
経済の方が強くなる.
以上で示したし寸Jれの測定も，都市化経済という概
念のに|二1に含まれている複雑で司多加的な現象を表現する
ため， 単一の指標業の成長率，地価，人仁i)を用いているという意味で同じ性格をもつものであ
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第 5図人口の 2次関数で示される都市化経済
る.このようなアプローチは，明らかに不完全なものである. これを克服する一つの可能性は，例え
ば，各都市規模ごとにあらゆる在i類の都市化経済を計五化し，因子分析を応用することによって，少
数の重要な都市化経済の因子を抽出することであろう.第 2の可能性は，次節で示すように，多面的
な都市化経済をいくつかの成分に分割し，これらを{樹男Ijに分析することである.
V. 都市化経済の分害IJと総合指標による溺定
都市化経済は，規模の外部経済に基づ、くものであるが，その利益は，都市社会を構成する様々な部
門で異なる.そこで，都市社会を世帯と企業とに分割し，それぞれに対し都市化経済を考察すること
は有主主であろう G)(Richarc1son， 1973 a) . 
V→1. 世帯に対する都市化経済
ここにおける":'¥J題は，人々が大都市(あるいは， より一般的には規模の異なる都市〉に居生するこ
とによって，どのような利治，不利益を得るかということである.最終的には，世帯に対する都市化
経済・不経済の総合的指標を作成することにあるのであるが， この経済・不経済が多面的であるた
め，まず，それらのうち重要と考えられる安紫を第 1表にまとめてみた
世ì~g:に刻する者[")Th化経済・不経済は，大きく，経済，機能.環境の 3 側面iに分けられる.経済的側
首iとは，主に，仕事:と収入に関するものである.大都市においては，世帯主とその家族に対し，大規
模で，多機性に富み，容易に入手できる就業機会が存在する.世帯にとって，生活費の獲得が第 1で
あることから，恐らく最も重要な郁子1化経済とは，この就業機会であると考えられる. この;機会の多
縦性は，より高い収入の職業， より安定した職業を選ぶ可能性を与える.それに対し大都市では，物
価や住宅費が高く住みにくいとしづ不経済も考えられる.このような経済的側聞は，他の側道iに比べ
かなり容易に計量化され，評側付けられる.例えば，就業機会の入手性は，就業機会数/失業者数と
いった比率で，収入や生活資は平均収入，平均生活費で測定できる.
第2の機能的IStI]聞とは，都市|幾fiSがもたらすサ{ピスの;量と質に関保するものであり，民間による
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不経済
?????
世帯に対する都市化経済
大規模}多様性J 入手性
高収入の可能性
安定性
高い
第1表
就業機会
収入
雇用
生活費(住宅費)
クラブ
博物館
チーム，ナイト
百貨庖，専門}古
コンサート・ホーノレ3
ゴてリーグのスポーヅ
大学，成人教育機関
大病院3 社会福祉団体
商業施設
文化施設
レジャー施設
教育施設
保健・福祉施設
?????
地域的3 全国的交通網の結節点，通勤問題
多数2 多様性
田園地帯y オープン・スベースからの稿離
大気汚染3 水質汚濁3 騒音・振動
高い発生率
複雑p 高い緊張度
交通
住宅
自然環境
公害
犯罪・事故
職場
?????
高級専門庖などの商業施設，百貨店，サービスの他に公共サービスも含まれる.これらの機能には，
ナイト・クラブなどのコンサート・ホーノレ，博物館などの文化施設，大リーグのスポーツ・チーム，
大病院，社会福祉団体などの保健・福祉施設がレジャー施設，大学，成人教育機関などの教育施設，
ある人口規模以上の大都市に立地するものであ
この機能的側面
明らかに，これらの機能は，あげられる〈第 1表)• 
ますこ，大都市に居住する人々によってのみ獲得される利誌である.したがって，り，
世帯にとって都市化経済としてのみ作用してし、るのである.不経済は存在せず，Uこtま，
それらには，大気世帯に対し都市化の不経済として働くものが多い.それに対し，環境的1Jlliは，
回陵i主色時:やオープソ・スペース事故の高い発生率，騒音・振動などの公害，犯罪，水質汚濁，汚染，
など自然環境からの隔離というような側面の他に，通勤問題，複雑で高い緊張度を伴う職場も含まれ
大者I¥i=fjが地域や全国の交通網における結節点になっょう.逆に都市化経済として作用するものには
ているため交通の使が良いこと，多数の多機な住宅が存在することなどがあげられる.
その総合指標を作成するi時に発世帯に対する以上のような都市化経済の構成要素をJ:j:Jl>、て，次に，
これらの問題点は，第 32fjでみた規模の内部経済における指標の合成の
これらの要素が都市規模の変化に伴いどのように変化するか
生する問題点を考察しよう.
第 1の問題は，II~fのものと同様である.
構成要紫のうち経済的側市iのもの各要素の計量化の問題である.前述したように，を測定するため，
それに対し，機能的側面iや環境的組IJITi:iの計量化は非常にむずかは，ある程度計量化が容易であった.
しい問題を含んでし、る.例えば，大都市においてのみ立地するような施設，換言すると小都市にはそ
また，様々な規模どのような計量化を行なうのであろうか.の施設が見られた;t1v、ような場合に対し，
の者Inl:jli;こ:おけるレストランの数と質の'flUI聞からの?!(I!定一つを取ってみても，むずかしいことが明らか
大都市内で、は汚染度が大いに異なることから，計量化はむ
以下で述べるこの問題は，第2の問題・は，都市化経済の指標を構成する要素の選択のr:rJ)j盟で、ある.
大気汚染に関しでも，さらに，
ずかしいであろう.
であろう.
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第3の混と同機に，世帯の社会階層と関係をもっている.例えば，低収入で学歴の低い世帯では，
レジヤ{施設などを都市化経済の重要な要素として考えるであろう.他就業機会， Jl又入，商業施設，
方，仁暗躍jの世;出7では，芸術や文化活動， これより，世
帯に対する都市化経済の指標として， どの|桜庭jにも当てはまる一つの共通した尺度を作ることは不可
能であろう.むしろ，世帯を社会，経済的階層:に分割し，
高等教育施設などに関心があるであろう.
それぞれの階層に対し指擦を作ることが必
最も単純な処理は，各要素に等しいが!重を
要であろう.
第 3の問題は，指擦を構成する要素の加重付けである.
付ける方法である.しかしながら，
??世帯調査を行うことによって客観的加重付けが可能となれば，
ここにおいても前述したような世帯の社会階層に基づ、く分割が必要であなお，り望ましいであろう.
る.
次に，業務活動に対する都r'i化経済・不援済を考察してみよう.
済・不経済を向織に経済，機能，環境の各側面に分け，
さらに企業に対する投入と産出の 2但il簡に細分される.前者は労働力であり，大都市になるほど大規
|奨で，低賃金のものから高い技術をもったものまでというように多様性に富み， さらに，主掃のパー
第 2~長は，業務に対ーする都市化経
企業に対する都市化経済V-2. 
その構成要素を示している.経済的側面は，
トや学生アノレパイトのような必要に応じて柔軟に労働運:を調節で、きる労働力を入手することが可能で
ある.したがって，労働集約的な産業は，労働力を求めて大都市に集中する.
質の労働力を農村や小都市とよヒベた場合，大都市ほど平均賃金は高くつく.産出の側面は，市場であ
しかしながら，逆に間
消費者指:~r~ïljっそれ自身は，見方を変えれば，大きな需要の潜在力を有する市場であることから，る
上下水ガス，電力，その他，大都市では，1:1 用品工業なども大都市に集中する.i討の産業，例えば，
企業に課せられる税金が高久担道などの公共サービスを低料金で、大量に使用することができる一方，
となるようなマイナスの側聞を見られる(能勢， 1980). 
不経済
?????
企業に対する都市化経済
大規模y 多様性3 柔軟性3 高い平均賃金
大規:院な需要3 高い成長率
電力・ガス・上下水道の低料金
高負担
第2表
労働力
rli 1易
公共サービス
;税金
サービスJ 広告代理活弁誕二と3 会計ごと3 コンピュータ
銀行3 保険業3 不動産業
修理}保守3 習船i
動力エネノレギ-原料3 材料供給
運送業‘卸売業，小売業
業務サーどス
金融施設
補助サービス
原材かH~U会
流通施設
:!畿
日旨
l旬
。世
間
箆!内航空略線の接続数3 国際空港の存在}交通渋滞
大学・研究所の創造性
官公庁，新聞・放送， H:H夜業の集中による情報の入手性
下部構造3 企業1'k¥']の競争
土地の希少性と高い地価
交通
新機軸
情報
新i凍代謝
二t地
?????
194 )¥文地理学研究 V
大都市には，業務活動を行って¥:、くに必要な多種類の機能が多数立地していることから，都千I=j化経
済のに!コで機能的側聞は3 大きなウエイト を占める ものと考えられる. これらの機能には，弁護士，会
計士，ョ γ ピュー タ ・サービス p 広告代理j古などの業務サ{ピス，銀行，保険業，不動o坊主といった
金融機関，修理，保守，警備を行う補助サ{ピスがあげられよう. さらに製造業の場合には，動力エ
ネ/レギーや原料 ・材料などを供給する施設，1運送業，卸売業，小売業といった流通施設なども数多く
立地し，業務に対する都市化経済として働いている(第 2表)• 
環境的側面をみるならば，大都市ほど業務活動にとって魅力的な環境はないであろう.交通におい
ては，大都市では園内の主要都市を結ぶ国内航空路線をもち， さらに世界各国を結ぶ国際空港の存在
も大きな意味をもっている.他方，交通渋滞は，経済の効率性を|阻害す石.大都市に集中する大学や
研究機関では，創造的活動を営み，企業に役立つ新機軸の開発を行っている.企業ー は，これらの機関
と結びつき，新機軸を企業ベ「スにのせることによって，新しい企業発展の機会をつかむのである.
また，官公庁， 新Ij~~l ・ 放送，出版業が集中している ことによ って，大都市では大量の情報を即座に入
手可能である.これらの情報は，企業の業務活動の方針を決定するのにj有し、られるであろう .こうし
た新機軸や情報は，大都市の自治体や企業に最初に取り入れられ，古く不合理な下部櫛造は新しいも
のへ，また ， 時代に取り残された産業は u寺代の最先端を行く花71~産業に取って代えられる . こうし
た大都市のもつ大きな新陳代謝は，都市成長の源であり，企業活動の拡大に対し魅力的な環境を形成
している (Thompson，1968). 以上のような企業にと ってプラスとなる環境に対し，最も大きなマイ
ナスの側面は， 恐らく ，利用可能な土地が限られており，地価が高いという 点であろう.
以上のような各構成要素は，相互の間にどのような関係をもつのであろうか.この関係を結ぶ因果
の鎖を捉えることは，非常にむずかしい問題である.現在知られているもっともらしい説明は，コミ
ュニケーションが良く ，多数の情報源をもったセソターに業務サ戸ビスが引きつけられ，さらに，他
の産業クラスタ{がこの業務サ(ピスに引かれて立地するというものである.このような!到来図式を
より詳しく確立していくことは，多数の集積経済を代表するような鍵となる要因を探り当てるこ とに
つながる.
企業に対する都市化経済の構成要素から総合指標を作成する際には，前項の世帯に刻ーする場合と同
様に， 1)計量化， 2)要素の選択， 3)要素の加重の各問題が発生するであろう.特に後者の二つのj問題
は， 産業開並びに企業規模ごとに大きく異なることが知られている. さらに 3 アイザ{ド/木内訳
(1964)が指摘するように， 4)要素間の非加法性も|背怒となる.つまり p 各構成要素は相互に独立した
ものではなく，互いに重り 合い連動して作用する ものなのである.したがって，各要紫を単純に加え
ることができ るものではなく ，むし ろ複~\1tに掛け令わせる性質をもつものなのであ る .
これらの諸問題を解決しているものではないが，一つの注目す』ベき試みとして，最後に，工業立地
に対する都市化経済の総合的指標を作成した研究例をみてみよう.Evans (1972)は，工業立地と都市
化経済との関係を論じている 一般に，もし都市化経済 ・不経済の主要なものが測定でき，それらの
値を総計することが可能であるならば，純都市化経済の総合的指棋は，U=(2E-];D)で示すことが
できる. だたし，Uは純都市化経済，EとDは， それぞれ， 都市化経済，不経済の各要紫を表し
集積経済の定義と測定に関する諸問題
ている.Evansは，工業の生産要素と して，
土地，労働，資本，業務サ{ピスの 4要紫を
事t
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都市規模
取り上げ，第6図のように，都市規模の増大
に伴し、それらの単位A当りの費用7うh、かに変動
するかを考察した.土地と労働の各費用は，
都市規模のj:首大に伴い増加率を減じながら憎
加lしている.したがって，これらの要素には
規模の不経済が働らいている のであ る.逆
に，業務サービスは，減少率を減じながら減 第 6図 工業立地に対する都市化経済
少し，規模の経済が1m恥、ている.資本は，都 出典:Evans 1972 
市規模にかかわりなく一定である.企業の総費用曲線は， これらの 4種類の曲線を加えることによっ
て求められる.ある一定の都市規模までは，企業の総費用は，都市規模の増大に伴し、減少する.これ
は，業務サ{ピス費用の減少が土地や労働力の費用の増加より も大きいためである. ある都市規模に
なると総費用は最低となる.この都市規模が，その企業にと って最適で、ある.これを超えると，土地
や労働力の費用がかさみ3 業務サ「ピス費用の減少より大きくなり，総費用は増大する.このように3
都市化経済は，都市規模に比例して大きくなるのではなく，巨大都市になると土地や労働力などの生
産経費の膨肢によって相殺されるというメカニズムが働き，総費用曲線は U字型をとるのである‘
この思考方法は， 第3節で論じた規模の内部経済で用いたものと同一で、あ り，その結果構成される総
費用曲線も向じような形状をとっていることは，規模の内部経済と外部経済とが類似関係にあること
を示し興味深い
VI. むすび
集穣経済の研究に関する将来の展望を行うことによ って， 木;稿を終える.今後， 集積経済の研究を
進めて行く上で必裂となる第1の点は， より j政官で体系的な理論の構築である.本稿は，その糸口を
探ること を I~I I拘としたが，今後さらにこの砲の研究を積み重ねる必要がある.第 2 点は，このよう な
想論的背景の下で，笑話[的研究を行くことである.わが国においても，例えば，都市の魅力に関する
研:究は行われているが，本稿で、みたように，集積経済とし、う枠組の中で都市がもっ利益・不利益を論
ずるこ とは行っていなし、.そこで，集積経済に関する資料を多面的に収集し，分析を加えることによ
って盟論を検証する試みがなされるべきである.第3点として，集積経済の概念をよ り広範な理論体
系のに|二lで位置づける必要がある.集積経済は，産業i主j連鎖関係を通じて 伝達され る.地理的関連
(geographical association) とは，この連鎖関係が地域的にまとまったものであり，その結果，産業複
合体 (industrialcomplex)が成立する. また，集積の不経済は，社会的費用のー;障と考えられる(村
田， 1975). このように考えると， 集積経済のみに注目するだけでなく， このような広い枠組の中で
それを捉え分析することも必嬰であろう f設:t去に，集積経済に関する以上のような成果を用いて，新
たな都市研究を拙巡すべきである.これには，都市の最適化の問題や， 都市内部i韓造， 都市間人口移
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動，都市成長などのモデ玖ル研究が含まれる.
本1請は I昭和55年度文部省科学研究費奨励研究 A r都市社会形成モデノレの作成とその応AJ(代表者:高|坂宏仔J
課題番号 579144)の一部を使用した.
1) さらに2 外部経済を他の企業群の成長から生ずる経
済と狭義に定義するならば3 移送経済は集積に対し
大きな説明力を有するものとなるであろう.
2) 第 2図(c)において 3 生産量 Qlにおける平均生産費
は Q1CdoQlで求められる. この{fru.は角度 C10Ql
に比例することから， その角度が最も小さくなる接
線。Coの接点 Coにおける生産量 Qoで最小とな
る.なお) Q2は限界持j羽(生産量を新たに l単位
追加するに要する生産費の増分)が最小となる生産
量を示している.
3) 以下で示す都市化経済の測定 IJこ関する研-究の多く
は3 集積経済の測定に関するものである. しかしな
がら， これらの研究では， ヌド稿と異なり集積経済を
注
狭義に定義し 3 集積経済=者1"[1'i化経済という関係が
成り立つことから;都市化経済の~11)定と読み替えて
も何んら問題は生じないと考えられる
4) この分析結果は， 当然のことではあるが2 そのまま
わが悶にあてはめることはできないであろう
5) Baumolの論文では3 大気汚染や道路渋加のような
集積の不経済を論じているが， 悶じことは集積経済
にも応用できるのでp 本稿では集積経済と読み替え
る
6) Richardsonは3 世帯， 企業p 社会ι三つに分割し
てJ それぞれに対する経済・不経済を分析している
社会に対する経済とは， .，立;貯と企業:に対する経済の
残差と考えている.
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Agglornera tion Economies: Pro blems of Difini tion 
and Measurement 
日iroyukiKOHSAKA 
Since urbanisation economies vary for difierent sections of the urban comTl1unitYJ it is 
appropriate to divide the urban society into househotds and firms and consider urbanisation 
economies for each of them. The problem of urbanization economies for households is to 
identify wbat types of UI七anisationeconomies and c1isecononomies peopJe UVUlg in cities of 
1、able1. Types oL urba;ユisationeconomies and diseconomies ior households 
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Table 2. Types of urbeU1Isation economies and diseconomies for firms 
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e j lalld 
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different size have. The economies a11d diseconomies are further classified into economic， 
functionaI and environmentaI types as shown in Table 1. 1'he economic type is mainly 011 
job and income. 1'he functional one is in proporition to the quantity and quality of 
private and pub1ic services， and acts on1y as economies. The othe~' hand， most of the 
environmental type act as diseconomies. Table 2 shows economic， functiona1 and environ四
mental types of ul‘banisation econOlnies and diseconomIes for i.rms. Ecol)omIc type is 
divided into input and output sides of the主r11. The former is 1abour force， the laHer market. 
1n met:('opo1itan areas there are various types of functions which are necessary for business 
activities， then the functional type plays important ro1es among them. For business activities， 
the environmental type acts as economies except the side of land. 
